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を:j l:~"Eへmらしこ入院かしこませ， iESである胴体の同化 ?I: 化 in put - out P '..1 t の?九 百i~r(だけを

しか誌示しはしな， .のだ。何といふ:1[5文だらふ。科学という宗教的心性:土対決(主を存在と言いちがえ

杓民を存在として lG~ 、たが，右訂l土エトッテので‘誌に他ならなし、。存在とはn:ft~ ()ヌ fつ名。

出会:にお L 、て :土，はじめて単なる芯~;)~が立設として詑たされる。そのことによって， iヨ念l土ー者とし

てしかあ っえず， 観念のもとで:土;古誌は個々の多者だ。これら全ての:さ:誌を立~iiょする立J訟の主主限tt と

しての佳念~!，それ自らが作活であり jQ径である fæ.はないような宍在住だ。このようなものとして ，

観念は人である。

(動物豹一元設)
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大三郎橋爪

「地下演劇」第 4号

人類学演

ところで， lli~おは二元主~;者ではない。雲〉物[土毘念をwさほ。何となればお物!土「自ら」と云う段介す

る君、訟を持つことのないf!:訟の名称であるからだ。

íYjJ .t~ と云う事柄:工宇宙;こ尽する。人が動物を見てお:均;工存在者だなどと思う場合，それば切符とい

う人間的カテ-'リ-J]fjち意識が存在であると断言しているにすぎなし、。動物という事柄そのもの

は，宇宙の1);ざあるいJ主自:去の自然i主から一歩も外へ出ていな L 、。鈴約!:t也ー界の内 lこ主きない。 ~:J

物:土何ら中心でなく末端で之く全作でなく琵;分でなし、。動物は自然現象であり，設，励EZしなし、。

[jJ物的一元誌とはこのようで忘る。動物l土未だ混合:でない.と云うことは，動物未だ自らの死を

しらず生をしらぬ，と云うことである。それは時間を知らす¥故.自己同一位を:7.iJらぬ.というこ

とである。 拡拾が太陽あるいは宇宙の恩恵;こより直接作おする生命であるように，動物i主主命ある

ものを卸とせねばならぬ。従って.自身も#必ず生命あるまま他のお物の伺となり.ために訣死す

る。人はこれに反し，料~したJt還を食す。料理{土対2である生命J二死の形式を付加することであ

り，火の使用であり，人だ;テヵ:かくして食物連鎖から自由である。ために.人は，人の死:こも，葬

礼と云う料逗;こよって死の.~式を付加せねばならぬ。料三三が文明にとって本史的であるとはこうし

たことだ。品約;土，自身を，一信の一段者(類)にして信~Ij者 (1百体)であるとして認ゐることが

できない。動物;土，絞念で;工なくて.本能と云う自然現象で・ある。主ry~v:主祭規定なものとしては宇

宙そのものであるから，自然現象あるいは本能としてのみ自らを茨定されたものとしている。人が

人であるような仕方で， fF;えば，チンパンヂーがチンパンヂーであるわけで:土なL、。動物の分類

は，類ではない。チンパンヂーはチンパンデーではなく，アヒノレはアヒルではない。アヒノレは~子化

して数分の間:こ.自らの肯定的かつ絶対的な価値， l'!pち母を，木能作用によって.r:iJりこまれる。そ

れ(土，近くにじて大きくて動くものなのだが，卵?化.~~でかえったアヒルはオレンヂ色の~，~dを母と

して容易に居!Jりちがえ，その後;こ対面した突の認アヒノレには見向きもしない，と云うことがおこ

る。生後直ちに同演と隔l達されて飼育された大径の畜;工人聞によって別りちがえられており，人間

を母としても.向芸員すなわち呑の相手としても刷りこんでいるため，実の同類と番うことができず

しばしば人間と呑おうとする。動物には自己という肉体の給郭すら成立しなL、。互いに何の関わり

もない様々な立設の流銘が勃物である。

人間は存在者であることによって渓定されており，それ款にまだ条規定な宇宙からは出てきている

ようにみえる。しかし，人間を具体的存在者と，人間とは身体であると.言うことからは人間と動

物とは区別がつかなし、。だが，人間は，これら対象性を全く自らの内容としてのみもつことによっ

て，これらの自然的規定を逃れており，それらから自由でもある。

(人間的二元論)

人聞は，動物的一元論を廃棄し.宇宙から出てくることで.同時に自らを自然から区別し，自らに現

前するものとしての自然と向き合うに至る。
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Ccntradictio est regula veri， 
non cor.tradictio， faIsi. 

~G. W. F. H. 

かつての形而上学. ロマンティシズムの栄光を目下の雰台より追認してイ上努ったものは実証主義であ

った。資本創生産!業式の大工場が生命の緩持を手仕事に足らずて可能としてL、る。科学11，自然性に

おける白然の自然性=法Il.lJをそのままとりだそう，とする立志である。従って.自然性が限り=死の

形式だとすれば，科学する人E主力:自然=限りを摘出するこの行為ヵ"人15!と云う事実の歪しであり，

人郊のまずおーの栄光である。ところが， fl学がこうした死=限りをが;出する覚荒した顎胞の行為で

あることにたって，この科学自体，科学する人類そのものが尽に:2、ず科学の国内をjねしてしまってい

るのだ。だから，このことによって.科学者が気付こうと気付くまいと，まず次のような7121さが生じ

ている。つまり，科学者がどのように完全;こ実証主義告であり， rf設し分類し，分析し定殺し

汎化し， ~f:.ij~とì!+.き，証明し，合会し，予測した，としても，決してf'1 学者l土自らの笠座を消すこと

はできぬ，自らの尻尾から呑み下し然に帰そうとして采さぬ詑さながらに。科学[主対象位を仮構した

まま自己指定する窓祭限後退;こ陥る。斬り苛む悟性:主よりよく窓辞するためと分割し挙句は空中にで

も霧散しよう主いうのか!科学者という世界のベンキ塗りは最後に自身の足許を塗り了せぬ限り仕事

l主完成しないと云う事に気付一く 。そこへは暗い戸がきこえてもこよう。科学の決える地 f，~.で存在論が

蒸し返す。死と覚醒と。自然と君、士、と。科学という向き合う意識が決して完結しないのは，科学者と

いう特異点が科学にとって没却せられていたせいである。科学におれば.全ての対象住=存在l土役;こ

立つのに，この特異点ときたらそもそも何かの役に立っと云うことがない。対象住を仮設する橋桁で

あったこの特異点では，当然対象性は没し去る。科学l工一元論を主張する方法的二元論と云う矛盾

だ。汎そ学が，科学の非合理が一切露わとなるこの特異点でまで，自ら体系であろうとすれば.学は

科学を際れねばなるまい。設てまた科学の内部で次のような事態が現下進行している事実にも注目す

る妥がある。つまり，物質一元議を実証せんとする科学の試みも，レンズの向こう側に究極の実在住

を決して何ら発見してはいないと云うことだ， レンズの向こうには常時もレンズを覗いていると云う

事突きり見えはしない。素粒子とl主見られただけの性質;こ他ならぬ。物質の実体性はこのように解消

しており，存在とは意識である。これが存在に関する科学の身も蓋もない結論だ。星辰のきらめきの

外~liJにもはや我々が何も見ないように，見ることと存在とばかけちがっている。 r人はf}.として在るも

のを在るがままとして見ることはなL、J(アリストテレス)見ることと在ることとは何の関わりもな

く，人には見ることが在るだけだ。人だけが在ると言うことからも，何も始まりはしなL、。物質一元

論あるいは素朴実在論で存在と呼ばれていたものが意識に他ならなかった，と言っても，それはただ

物質一元論が観念一元論へ移行するだけで，名称l主変っても両者二向ーの事情を表明しているにすぎ

ない。根源の実在住を一元的に限前にもたらそうと云う科学二元誌は，このように，そ・の頚土尻尾と

a -_. _..-一一ーーー___ ~ _.1. 
S 

ノ1/

485 



ノ、円 ~~ :i 白己に先行する自然となじめてだ lJ:rする。人間l土生身の12念と L 、う逆iIでおり，ひとまず二

三誌である。人間ばその実在住をtJ.体(の投能)へと追求 しで も主主へと ;0::1としても~~~íEすること

はできなL、。人の伐;念{主，それ自体とり出されれば，社会的で主主友乏な ものにすき:';.':2，父母未生己

f:の面白とはこのようなことだ。 i凡そ設定されたものの実在住:工授芝するものとの口三;こおいての

Aるり，認定されないものは見えることのない宇宙である，と云う袋小路だ。かくして，人間:工充

全二Li然と して笈定されないという仕方で茨定されている。あるい:工，人間はさしあたり，動物的

一三;告(同一律)と人間的二元論 m中律)とが互いにぎF斥し合いながら分ち出く誌びついている

ような， ;;子応と非矛盾との非矛盾である。人l土，全ての対象物， 全てのだ:訟を全~~~::j二7することに

主ワ，それらから区別され，それらから突出するー者としての忍念三!この会称字iJ去の会称の方に

人を含ませるというま:幻が形式治理であり，信生のj主妄だ。学:土むしろ字$~{j~t :; ~に記寸:えを展開

セずしてその芸誌を築くことはできぬ。人~(主，反照する唯一の字吉のことである。人類:土， この

た'O，反照する宇宙である限りで，宇宙そのものから全く差別されており，宇宙の只中での宇宙i券

行.三。絞念11 自らの究極の実{宇佐を世界において~をかめる lnをもっていな L 、。その尽りでi2:念(主不

安定である。霞念:工自らの出自であるようなものとして，自らと世界とがそこから出てくるような

ものとして，観念ではないもの，普沼自りな，抽象的な，絶対的なものを自らの世界の外にもつ。そ

れが本来の宇宙と云うことだ。宇宙が人類を予定していたかどうかと問うことは無益である。宇宙

l土，原因でも 1 t~.i}:;;でも，母胎でも ，Iîi.主主でも，何.主力、1Z定されうるものですらもないのだ。或い

は，それら何れでもある，と言っても所詮交らね。肝心なこと:土~::一つの:J;主主:r~1.c.することで

るる。全ての偶然と必然とはこの事実から宕に生じていること，この写実こそが人宗と云う事実で

tうること。観念l工jJ:芯zを下27. させ ~C:;;，~!， をそのご~ {=tと している。と 三元:混合:の中でr:~nSj~主にそって

反目することが記憶である。日iさとは :0: ;;;:dJ~三;ぷ:二よって伎介され・〉くことだ。このように彼氏し

た主~tj~1土，あくまで二元おとして自らを思扶 し，そのことによって宇古から出てきてしまったの

だ。立訟は今や自然を自然、としてその対象とする。自然とは立t~:こよってみられた寸一常，すなわち

字宮の仮象である。従って，自然l土現会であると言われる。

(&号丸空間)

意訟をJJ:dまする窓誌が，その~'f:iæ~性において素材と しての立役とは区別さ~.，lており，安;材と しての;古

誌の交ζ、;こ拘らず自らはやはり j奈良住と して在りつづける，と云う自らの自己同一位=包7i~.{生をまで

も主識しきったとき，観念l土定:訟のこの迫設住ー非連続住の只中;こ生じてしまっている。

f3!.念(九この連続1主ー非連続性を，時fjJ~=空間としてます.径殺し，次に認念!!，自らの同一位から

反照して志訟をそのようなものとしてJJ:~{;(するこの二つの契機，時間と空間と，を析出するに至

る。時間と空間との根源は当然同一であり， rかつての吾」の主:訟である。即ち，意訟と，窓訟を

意設するJJ:識と，のずれの意識である。観念が自らの同一位に基いてこの時間=空間性を協造化す

るとき，これが世界である。このような筏念であってはじめて，世界の内に在る。 AI'1，このよう

に誌造化された12・3i-のw?念としてのみ，人である。観念が知るところのものは世界であり .観念の

知らぬものが宇宙である。世界1;:-'宇宙に属しているが， 観念~!字官;二屈しているのではなL 、。 観念

が却るところのものは，宇宙ではなく，範57Jの位に入った自然でみる。宇宙はどのような範)(，~Jの怪

にも閉じこめることはできない。宇宙l主客体であることを拒否する。宇宙は実在住の根拠をなす無

設定なiiu:だ。 世界は，これに反して，時間と空間とL、う延長の形式における椛造化された統体であ

る。さて，この時向性.とは観念、の生と死とである。自然という;古;裁におし、てみられた時向性 I~ 生

成と死滅とである。人類とは自己保存し展開する客観的な過程である。人演にとっては，生と死と

a戸、

<::::-

I:..-t口てーあ り.人広におけど時間主そのため円環してし、〈。死コ:;だ出するのは侭(i;においてi.:.:すで

あり.このことによって，死を知った信作が励起するとき，人:土人でおりはじめる。伺(l;の花王17 

141の l 土じまりであると:エこのようなことだ。死:こ向って }'tE1 した ï.I; 1 ，じというも'jt~Í'のみが自乙 ~':': . ~: ~~1 

う。こうして侶f'~; :二臼らをr. ft.-つの世界の1]{~G::として自覚する 3 しかし似体はさしあたり Fロ ・ろ

l訪2することにおいてのみ釘化なのでるって t GI;亡IJ".まずoとしての人lJ!としてはじまるよ り仁

はなL、。

ただ .~;iにき]定されているにすぎないような白土:土，まだ:与なる宇宙の内面性にすぎな L 、。しかし，

荻土J;:j:このようなものとして在るにとどまる12りで:工，たちどころに観念であることはなくなって

しま う。祭主"土だしてが~1sて・;土なく i'j~r.~'怠であり ， むしろ志向注である。佼念:土自らがiJろ二

対する茨定泣から超山していることを迂示するため，かえって自らに規定住を付加することさえす

る。このように担念が自らを土向づ(うーることは，1ヨ企:のまずo初の内容であった自然性にとって

は.自然{主がif!念へと訪れること， J!Dち ~Jt{"': の i:tlÍllある L 、!主ニロス，iJ;外的設定住によって灯主さ

れることと!亥る。 ここでこの自然性を主語として語れ!=:， フロイト説話となろう o i吏念ヵ:立政の只

中から自己主誌と云う形で自らを現たしたとき，その混念の内容:土まずめ物ItJ一元tゐの自然活ヨ以

外のものであることはできなL、。しかし託念:工，自らを，自らの内容から徹底して区別する。全ゆ

る対象性がまだ単なる自然でるる中で，この怨念だけがそ ~l ら(3 ~';~の自然性のむ対の否定，花だ.')

11t~・であった。そしてまた，観念(土，自らが自然的な内容の lìi:三る形式として設定されることにも

抗して，@念(主，自らの内容からの自らの区JJ I~を客観注へともたらし.他方で~念自らの内'3をも

自然i二と区7]IJされたもの，自らの形式と -j:5:ずるもの，へとひるがえって辺に規定しφ く弘~!:ι?と:~:，

る。ところが，奴念が自らの白?日f1.1二九r抗する立:志位として主示することにおし、て緊示されたこの

毛:混住(だ急性)から主念l土自身をまた区江十るような忽民主であり ，このことによってこの~'; : 1

1自主釘二次的な自然性あるいは由佳へと伝活している。この奈良のj邑包1.E2念の祭辺住i二r:.!とす
る思念の[ß{"'s のJf~ ;i l.l としての観念史あるいは人 j~n史を形成する。この豆史において人芳類1刀が:まず'淫主 f

Tだごした也逗的な2答E説位とclは主丸，言語，殺誤認識，タブー等の人間的認~"i の :13形式であった。

(言語)

人類が言語を産んだとき，人類l主人類である。意識は!d:識を言語とし之世界の内へ留めおL、たとき白

ら読念であることができた。この霞念l土，しかし自らの実在を忍証し自らとしてありつづけるたゐ

に，自らの甲容である窓設を自らと区別されたものとして排出しつづけなければならない，こと:::>2-

吐きつづけなければならない，故， ZZ設を哀切 り，殺し，征服しつづ;ナることに拠つてのみ読念:計司

会:である。人間がこのようにして人間である仕方が，話す=民主すことである。

このとき，言語は窓誌の肉体である。 55:主人間的範窃の元素である。従って人間l土言語より以上の

具体者を知ることはできなL、。労働法こりようなことばを産む仕方の一つである。文明ば言語の体

系そのものである。始涼の言語において，語lzi尼=自然の只中で構造化された世界を渋築する ;:~!瓦
であると同時にその渋I会=内在する話連でもるった。言語:主人間個体の知る唯一の客担{生であるο

客観性とは，筏念におけーる他者の形式である。言語は個別者と普通者とを媒介することであり，す

なわち紅巳である。言語;土人間的範芯一切を司る。ところで唯物論と観念論との古典的な対立.土仔

在の勘違いだ。存在訟はきまって形而上学であり，一思弁学である，科学もまた然り， ge中.存在と

云う範時は人間的範院である限り歴史的な，あるいは，地域的な筒窃である，すなわち時空の内で

規定された百U::71である他はない。存在そのものの歴史を識る必要がある。民族学は，未Dl1人にとっ

ての存在(孟塊)が近代人にとっての非存在であり，近代人にとっての存在が未開人にとってのJド

井一一一一一一 一ー一一一一 ー ー一一 一一一一一一一一一一一一一. “一『九町』占



犯であることを示した。これはヲj在位の加速ではない，ilui町の相違だ013殺される存在としての存

主;工このようにすべからく結院である。

ぷ米りて t~を認す

な来りて;箆Ll乏を註す

(禁芝)

治理の帰属左fユについては径政論l土祭怨若である。経験論が真理認訟の形式を aprioriと見倣すると

き.経験論{主改誌をきたす。というのは，経験論が先駁性をもちだすとき，そこでは， 一方で真理が

吋争の実体;こ然属すると言表されるのに対し，また他方で，真理主:真理と して認;ユされるのは，まさ

に真理が哀芝である故にばかりではなく，むしろ主授が真涯を真理であると認める能力を未生より備

えているからである.と主張されるのだ。ここで径数話もみとめていることは，宇宙を主語とすると

きそれが5会主主である，また，論理l主人間的m院をまとい，規定されることによってのみ人間的真理と

して人間にあらわれる， と云う二つの事実に他ならなL、。それだからこそ真理にも歴史があるのだ。

宇宙は万物の尽れた主語である。ところがこの宇宙を烹飛:まして主誌を自然と云う人間的筋鴎にお

きかえて しま うと.自然弁証法と云う今俊神学ヵ:造成される。 rt造主主主:主，この人間的諮結局を客

観性と して とりだ し， zh芝の人間的形式の脊逗的形態を析出せん，とする科学主義の最良是后の方

法である。したがっ て， 税法主義:立地理主義の対箆であるo t，~造主義{土 ， まず言語学から出発し，

f当該3ill誌へと ~:1目 したが.これは，言語力:人間的t耳鳴の規定住を司るものであるからに他ならな

い。人間約五日と[;1.時間，空間，数.名祢，形状，音，その{也の諸拍~~である。純正予l土世界の1湾

岸を絞りなす。結局ーは不可視物を可援物へと変換する。それでは.数のような何らの実体性をもた

ない始象的な筏念が一体どのように して生じたのか，これを見極めることはいかにも困難だ。 しか

し多くの言語で， 数詞の形成が特定の身体運動による命名法から発していると云う事は注目に値

する。大抵の実族の数詞(土，手の指を折りまげたり差したりし乍らその部分の名を唱えていくこと

から生じている。例えlZ，百イリアンの山岳奇;族マネオキン族の計数法{立次のように行なわれると

報告されてし、る。

ホム 1 

左手の小指を右手でつまむ

ホム，ホムーホアイ 1+1=2 

小指と薬指をつまむ

ホアイ，ホムーホメ 2+1=3 

小指と薬指を束ね，中指をつまむ

ホアイ，不アイーホク 2+2=4 

小指，~指を束ね.中指と人差指を束ねる

ホアイ，ホアイ.ホムーシルケン 2+2+1=5 

小指と薬指，中指と人差指を束ねて親指をびくつかせ左腕を右手で叩く

この後6以下は右手の親指から小指まで引き続き数え，更に左足，右足と数えて，最後にシルケン

と叫んで両篠を打つと20を数え終る。それから先は，ない。 20まで満足に計数できることはマネオ

キン族では一つの威力であって，副信長になることができる。この通りに二十進法で手足の指をE十
数に用いた名残りでるる。このように，人間は自らが規定されているようにしか宇宙を位界として
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規定しゅくことができなL、。したがって，人間iこ対する規定住，さしあたっての」主体性あるいは心

的な自然性，が全ての人間的結f;の去なとなる。それ故.人間が身体性として等しく規定さ了してい

る限りで，範窃はどのように侶別発生しようとも互いにその構造:土焼く程似通っていることにな

る。数えるという動作なしで数の絞念が成立しなかったように，思考[こおL、ても，われわれの多く

は各自習慣的な身体の運動なくして考えることは廷かしし、。まずこ.形状とL、う高尽:工限1!:の運動と

きりはなせないのであって，限lotの運動がなければ輪郭を表象することができぬ。夢をみるときで

さえ， EZ球;工必ずしきりに運動するのである。原初の言語はいずれも恐らく数百より基本語泣をも

たぬが，これらが言語のaTa8JJをもなす。カテゴリーとしての言語:土筏念と言っても宣いので，例え

ば，太陽，夜，水，人，血，骨，肉，1fi.， 土，木等々があらわれない言語Id.考えられぬ。人知(主主

ず互いに区別された個々の群れであった。それらの1lFれにおいて，言語というも[:j111的なものな特定

の言語として形成された。これら誇言語の諾カテゴリーは当然に吹いちがう。しかし範訟の皆活

性とは.個々の範崎市:互いに一致することではなくて，それらの組み立てが互いに対応することで

ある。範誌の普通性とは，例えば，ある言語{主全ゆる可能な音の中から全く任意の音を自らの苫京

としうる，と云うことででなく，全ての言語は全ゆる可能な音の中から必ずある音を音素として，

例えばアイウェオとして選ばねばならない，と云 うことである。かく して. 言語及至l土人!日]的結

時，つまり謁わゆる集合表象の生成::t， 一つの全く客観的な過程である。原初の範司;]:主，今日の分

類でほ呪術体系と呼ばれるような観念箆合に属する範昭であったはずだ。さすればそうしたお訴に

よる分類(工，当然近代の分類とは異なる。例えlま，近代の分析日3範:r]J:t，死を自然死と して!なの・花

時と分隠しているが， 原初においては，死のi箆g;j:土.悪霊.禁止，その他の不可読物，と云った{由

の範~j と密に結びついている ， あるいは，原初においては近代的な死の範ぞれ工成立しない，と 言っ

ても同じだ。そのために，侵犯すれば死に至るであろうと信せ.られている禁止を自ら犯したと知っ

た途端に当人が絶命してしまう，とか，呪認されたと知ったことによって死んでしまう，とか云っ

たことが容易に起りうる6 こうしたケースの生理学的な可能性については大脳生理学でも紡i中身体

医学でも説明するととはできょう。 しかし，生理学という科学では，ある範wiが他の範f号と結びつ

きあるいは結びつかない心的必然、性を了解することはできなし、。結びつく 二つの範窃は，原初にJ

Lい、てlは主一つの範f鴎応で‘あるはすず.だし.あるいは，近代の側から言えば，その一つの範脅から発生した

いくつがの範時が相互に思いもかけず融通祭碍であると云うことだ。これが融即 participationと

呼ばれるものの正体である。

(会人俗)

北京人，ネアンデルタール人等の旧人や新人の一部.また日本では三ケ白人，縄文符代人等Jこ食人俗

cannibalismが広汎に行なわれていたことは，明らかな事実として報告され，認められている。

食人は食糧欠乏の結果と解する よりは，むしろ，倒した敵の頭部とりわけ大脳を食することによっ

て故人の備えていた威力を継ごうとしたものと解する， ーというのは，南海諸島の実例も後者を支持

しており，また， 頭蓋骨を呪的威力ある盃とじて首長がしばしば用いる各地の例にも拠るのであ

る。ネアンデルタール人骨は，明確に埋葬されて発見される最も古いH寺期の人骨でもある。食人俗

では，脳という可視物L 威力と云う不可視物とは，融即しうるのだ。食人俗から，その人頴の範

院の分化と結合の水準が推論される。観念においては世界が成立しているが.観念の下で意識は箱

略の意識である。観念It言語において意識を話す=離すが，観念ヵ:統体である限 りではなされた意

識も統体でなければならぬ。これは，意識相互の連関ないし媒介過程として，あるいは範匂の融!!P

において表われる論理として， すなわち語と文法として外化せられる。語は延長を寄せつけ心。



したがって，はなされた立誌における怨念の時間性と空間性との延長の形式l土，まさに訟の結びつ

きにおいてのみ生じる他はないのだ。かくして，どのような言語においても.品3司.主認とi主語，

活用，などの文法のすーをはts"Jg (1りである。原初において.言語lZ，記勺を1紅定し世界を121成する唯

一の似体でおり乍らも，言語で世界から区別されたy-，-自の実体ttをもっていたにちがいな L、。語

ば，立味されるものから分析的に区別された単なる芳旅するもの即ち記号，としては未だ充分に結

晶しておらず.誌は~q方と全く同等に並立するような自ら独自の対Z:竺をもっていた。それは，言

語が生成する場合，つねに詳れの客~t主においてだけ生~することにより，何よりも個体にとって

の外的規定性でありかつ外的実在住であったからだ。信体にとって語力:自ら主語となることは群れ

のどの侶体にとっても普逗的であるから，偲f本の心i主力:群れにおける誌で三へと 1::~fヒされる。これ

がことばの呪力だ。命名:土普通名詞を固有名詞へ移行せしめ石が， これと同時にそのtriIT!名詞と連

合する居住も命名される伺物へ規定住として付着すると考えられた。命名あるいは名称と，命名さ

れるものあるいは名ざされるものとの忌却。それ故;こまた，本名を知られることを怖れるさまざま

の禁忌も存在する。本名を知ることは呪文に決定的な威力を付加する。更にまた語i工連:8類似等に

依ってあらゆる近f去を相互にとり結びゆく。このように言語の給郭が不分切であることは，範E三が

不分明であり融即することと照応している。主語と述語との融r.nf.l:切断され，主ZEと述35とが相互

に輪郭を回め反jfiし合ってようやくはじめて，主語とi主語との間;こコプラ あるい;土妓語が自立語と

して生成してくる。だからこそ，そうなる以前の段;告にあたる多くの朱肉語;土邑treに相当するげ=

語をもたぬのだ。幼児においてすら単語よりも文の方が先行するではないか。

(性的牽引と反復)

言語(土君11れの中で生じた。そのとき.ある{毘体にとっての宅対の客観;工まずこのき宇れでもあった。とこ

ろで性は自然における生=死の形式であり，生=死であることにより時間住の，呑ーであることにより

空間住の，根:京で、ある。個体も，観念も，この時ZEを返送することにより出発する。だから群れは血

怨体と してはじまる他ぱなし、。この群れは，その群れをなすどの図体にとっても~@!主であることに

拠って，偲f本を個向zとして逆Jこ規定する。この規定住が役割だ。血1主体の役;~:j:工血t;:&!:] %;こおいて示

される。さて，個体がこの自らへの規定住を覆すことで，群れの~SH生そのものを危くすること る

る。母と子，父と娘，兄弟と姉妹が，思いもよらず結ひ'合うことは m~れの i[IT :'1てと解体し授念を自然

へ容認させる。つまり，近親相姦は文明そのものへの敵対である。それに抗して，群れにおける言語

が偲体に対して心的な規範力に転化する。これが提だ。精神:土近設憎悪する。話すことをする観念

は，最も身近な故にlB:も自然である近親への性的意訟を祭すことをする。これが笑いだ。自然性から

の出~:Êを志向する人間だけが，近親相姦を禁忌とし，かつ，笑うこと Zとするのだ。近親中目姦の禁忌は

人間的文化の原基だ。

(血縁と社会)

ili決相互支を禁忌する観念の志向性l主， 群れにおける客民主ちるい，~文化として保障されるためにご.

近親相姦の禁止及び矯矧促則と云う規範として，或いは.氏1m， 半:tr九及至話tl!L?ラスミ手を{半うi.，Q~主

犯主主として， 自らを実現しなければならない。このようにして，群れが社会に，性的牽引と反応とに

よって染めわけられた同族と又ー族とに，自らを分割する。

血縁体がこのように分裂することは，訴れにおける観念にとっては.自らの内容である一切の符鳴

が，世界内のありとある事物事象が，性的牽ヲ|と反肢とによって，性的なあるいは親族的ないくつ

かの大純日あるいはジャンノレに分裂してしまうことでなければならない。ここで一つの分lJlf.l:成立

している。印欧諸族の言語に一般的な名詞の「性」は，この分知に由来するものだ。群れは.いく
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うかの~Jtt;~担訟を下回させる部族と して，自 らを名殺する。この部族あるいは人1おから自らを区れ

する税:ãt氾ね， f托主主の怒焔の匁応によって規定されている荻故者lr~が， 自らの性的~(!;:~].， 自らの共

同性，自らの同一位を， 自然的諮対立:主としておE51ちのいずれかに対会化し， 表f[!し，そのことに

よってその氏物と f;.~!t認誌 とが一つのジャンルに色町しているとき.その~:t-lli~ 1ち:エトーテムであ

り，その {;l;t~:土トーテム佑;の許にある。オーストラリア件系と呼，~.・れるトーテム制では，自然界

は， トーテ ムである自然的諸対象のとりむすぶ怒号:秩序体系としてー玄-ERされる。 トーテムは+，-プ

トーテム，そのまたサブトーテム等を下属させたジャンルを形成しており. Jì.そ自然界の~Mzで河

らかのトーテムとlI!lu':をなさぬものはないのだ。オ一久トラリア体系!!一つのうこ錯した分類体系で

あって，そこでは， トーテム同志も， トーテムと人間とも， トーテムii副社会での人間格互信];こ生ず

る性的安引反設の法í\ll と同ーの法則の下にある。オ-;7..トラリア体系 l土m物と人間とを共j~;こむ3

づける一貫した分主主体系である。従って，近親相姦の禁止(主，自然と人間とのさまざまな5157:の場

面での祭止へと直接に忍却してしまう。仮えば，さまざまな食物上の禁制，~iti~の禁止， 儀礼のご三

のm;誌なと・へ，である。こうした分類似二系，:.，全自然を親族化すること，そして.最も身'近かなも

のを禁忌すること，なのであるが，分類がまず森羅万象が親族組殺をかたと・って分類できるという

信念と して示されたと云う ことで，人類にとって第二次的な設定住であるまE族と云う規定性が，文

明にとってな第一義的な規定住である，と云う苓笑を示すものである。五し，分類は論理の出発売

であり，文明の形態であって，分添できるとは.わけが分ることに他ならなL、。わけのわからぬも

のは，観念の他者あるいは体系のfl犯者であることにおり， グロテスクあるいは役れのl克己〉を形求

する。トーテム親族がそれに属する侶体に対して及;王す規定性は， トーテム!E~物の威力としてあ

る。 トーテム設族の椛成員.主，自分迭を，人t:JJの恰好をしたト ーテ ム動物たとえばコンゴウイン コ

であると思っていることもるる。 トーテム制のもとで.n占体力'.ただljiiこ規定されているだけで;工

なく，自らの独自性を表示したいと思うとき，それに個人トーテムとなってあらわれる他はなL、。

このトーテムば個体独自の武力の源泉であるとともに禁忌の対会でもある。個人トーテムがないと

ころでは.ffi:体の命名において名称がそのかわりをし.1!5I力をもっ。個体が真に自立した独自の存

在となる時， P.Pち成人式においては，個体l土正式の名を与えられるものだ。

(アメリカ体系)

民族学者によってアメリカ体系として分類されている北米原住民の向では，更にすすんだ分類似~~:が

みられると報告されている。即ち， トーテム諾部:落の空間的な位置関係が，時空範E3iへと析出してき

ているのだ。

プェブロインディアン，ズーニ族では，部主主を構成するトーテム諸部落と森窪万象とがやはり一つ

の整合的な体系の許に笠序されている。ズーニ族は七つの居住区に分かれて位置し，それら居住区

はほぼ三っす.つのトーテム部落からそれぞれ椛成されている。世界はそれに応じて，北，西，雨，

東，天頂，天底，中央として空間分割される。この内，ヲミ民，天底，中央;工務らしく加わったジャ

ンルであるので，それ以外の四つの分類を見るならば，大作

北一風ー冬一戦争，破康一黄色ーくまトーテム

西一水一春一平和.狩猟-7'11，'一一草原フご介、ーテム

南ー火一豆一農業，医主主一赤ーあなぐまトーテム

東一大地一霜-11兄{仏宗教一白一七面鳥トーテム

のようになるであろう。ズーニ族の分類体系では，近代の草1i'tiでは相互に無関係であるような方

向.元素，四季，職業あるいは気質，色彩，動物，親族，を貫通する大範窃による分類が成立して ・

一一ー一一一J



し，白刃:立f{:を必・;I!，j生として治定することにおいてだけ，観念(土自らを自然から差別したのだ。自

1'1:のEはの控に自らを諮iI与させる自らの自然性にも抗して， Z2:念l土自然を何らかの論理のもとに持

た7.';.;まならなL、。そのため，北米原住民の苦i:iZで1::. 深夜隣人の住居の傍で52あるいは不古な烏刀:

附:ナ:ま，その隣人を殺害せね;ごならなかったと云う有名な例が主ずる。俣然があってはならないの

は，なんとしても体系がなけれ:まないからだ。また，呪fな体系においては. {iDl5jJjの本物はそのお郭

その安全主:f:~rlli とせずそれば可視物であると向時に不可笠物でもある。対象iH、ゎ:ま分限ずる以前

の信~:J 1主とヨニj!j l主ととして出会われてしまう。汎そあらゆる狩派民族で笠初である!fU)~ちの霊魂をま

つる祭儀を行なわない民族はない。殺された在物Id:賓客として辺され食物などをすすめられ，もし

や気を悪くでもしてこの次に 7守派を失敗させることなどないようにと慰労される。つまりざ，~，留め ら

れたタマコこの杭たわった毘て'あるグマと云う侶物であると同時にこの次;こ捕まる FマあるL、はク

マ一段でもあることができるのだ。呪術体系の論EFJ工特殊性の絞念を欠いており .呪術体系1:'体系

としての分涼体系を備えることができなし、。このような呪総体系:土原初の客銭的使念の全領域をも

目立う。政弘法[主言うに及lまず文学，商工業等々のすべては呪術体系ないし呪術性を通過してくる

{也l土なL、。

呪fn:工人間の観念的な力の支出，観念的な労働である。すなわち，呪術とl土，呪詞!l;1ilii呪薬学々に

{to(って. ~元信者の意図にとって好ましい結果を抽出さんとする試みであって，いわゆる共.~~況術の

類似の法烈あるL、i::j安定虫の法則. .ê ~OちmTIr:iの散 Ilnを呪的威力の回路として呪術者自身の立志を外

化し客観!とせんとする試みである。言いかえるなら，呪術とは，観念が現象の自己原因でおらねば

ならないと云う固い信念であり，自然と観念との親和i性ないし皿録性を期待し希望する一つの安明

だ。或い;土，筏念の自然;こ対する直接的な支配力を確信すること I ~!ð:の度j活性をただ然内容に確

信すること，であるのだ。つまり，呪術とは，念力信仰である。呪術的心性l土至る処にみられる最

も自然的で素朴な初発の心性だ。呪術的心性がこのように自f長から突出していない度合に応じて.

呪僚は観念と自然とを2道府の上で区別することもない。そのため，呪術体系では，呪術者にとって

及至社会にとっての普い現象には善い意図が，悪い現象にとっては惑い意図が，先行していたこと

にならなければならなL、。かく して人々はさまざまの自に見えぬ善い意図と惑い意図との只中に置

かれ，それらの意図に対する不釘の疑惑に脅かされる。しかし，どのような悪い意図に対しても，

呪続的'L，I性はできれ:ま前もってその悪い意図の呪的威力を無効としその京現を遮断するような逆呪

法を案出せずにはおかなし、。呪街は，善い呪術，悪い呪術に分割され，呪街の失敗自身も呪術によ

って説明されうる。呪術がこのように完結することに拠って，呪術体系l土体系であるのだ。だか

ら，呪術{土，素朴な観念の自己防衛援官官!としても機能する。人間という観念は，呪法をもっ限りで

ge狂をも免れる一種作業療法を受けていることになる。呪術的心性では，ある結果をのぞむことと

ある結果を生せ.しめることとが支分に区別されていないのだ。と云うことは，意図と意図された結

果との媒介をなすt主街が摂念としても成立しておらずi.1vrrとしていたことと照応する。呪術/1. 現

象を一応l工発見しはしたのだが，その演出者を発見しはしなかった。呪術的心性にとっては，自ら

のÐ1~!よりも自らに対する敵意の方がまだしも快よいものであった， と云うことにすぎないc 呪術

体系l主，観念が現象の自己原因である.と云う呪術の本質を実証し，自らを体系として確認し維持

するために，妖術者ーの探知，あるいは絞れである破戒者の探知を，呪術または 卜占と云うやはり超

越的な手段で行う。あるL、はこれは，悪意を怖れる観念が自らの怖れを呪術体系のもとで客観性へ

と表現したものである。発見された妖術者容疑者等々は，思わしくない出来事を窓き起こしたかど

で， 呪~，:jにか，物理的にか， 告IJ支えを受ける必要がある。死も同様に思わしくない出来事の一つであ
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レるのだυ 特にオーストラリア体系と異なるところli.時間あるいは季節が空間と結びついたま L

各方向に分知せられていることである。ズーニ主主の空間概念:二，各トーテム乞活の実際、の位置関係

とれ定している。自 然界のaü ~J~物{主ト ーテムとの}TI~J:関係でその記尽力:全て決定されている。ま

た，久ヮ ーインディアンのdãâí:族のお合!1，ま:設を1持成するトーテム諸去~7fr:工環状にTT- 'S~'i'也を設包・

するのであるが，この設蛍拐所はト ーテム部落ごとに中心からの方位が一定しており，これがスヮ

ーインディアンの分額体系のジャンノレを椛成しているのだ。トウモロコシなどの原始ili耕を話・む北

米原住民では，円環して元へ戻る時間流が発見され.四方向へと分類されている。これは暦法，あ

るいは自然的待問の人間的範昨，のはじめだ。このような時間，空間分頴の更に発展した例/1.天

文. j生Hl学，占星術.2'1-街，等々よりなる易学において見出すことができる。中国では トーテム部

族忽訟は全く見出されていないが易学は大発展を遂げた。中匡の分頬では，時間と方[立とは同ーの

名称. llDち十干十二支で呼ばれる。その他にも

青竜(京ーす一春) 朱雀(南一赤一夏)

白虎(西一白-{k) 玄武(北ー黒一冬)

と云う四$.色彩.方位のジャンノレがある。暦法l主文明のもつ時間の尺度でるり ，文明自身の尺度

でもある。大~X，;によるこのような時間空間分割は呪的心性の内でしか存続しない。

(体系構成)

体系l工時空ないし世界を能成する観念の仕方であり，世界了解である。体系l工送時的に展開しはす

る。歴史的ではある。しかし人類は何時でも共時的に完結した，安定した毘念筏合へと全ゆる意識を

笠序していなければならなL、。この整合的な観念複合とは上部H~;主なのだが，下部Hliì，きはもしあると

すれば絶対に祭規定なものと しての宇宙である。

(呪術体系)

E完全:はまず第一に呪術作系を短絡する。このIa念!1未だ事物と震を:とを充分に区7Ji]しておらず，観念

l工自らが自に見えぬものであることを充分に気付いてはいない。ために宣言念は自然的諮対象の中に見

えないものを見，てしまう。かくして，呪術体系においては世界l工神秘にめ;されることになる。

呪術体系においては時間性の結~も空間性の純正号 も混沌として L 、る。世界:土時空の内へ自らを構成

しきることがまだできていない。世とは時称の一切であり界とは釘j或方位空間の全てである。 i!t界

l主未だ宇宙の母斑を怨うている。時間l主連続持続としてw，¥さず空間l土方位他界を分節外化しておら

ぬ。 iiH!~以前の採集l工大体このようである。時間性の混沌l立医系住というカテゴリ ーを成立させな

い。!京 I.L~と結果とは全く脈諸を欠き. ある事象とある事象との因果l工成立していないともみえ， ま

たある::lHt~はありとある事象と因果をとり結ぶともみえる。あるいは時間的な相互継起が必ずし も
原因ー結果系列と して結びつくとは限らなL、。このため後から起った事象が先に起った事象の原因

であることもできる。これはもはや原因が結果をもたらす因果佳であると言うよりは，話要因の暗

黙の符合を導いている必然、性であると言った方が笠い。従って，あらゆる現象は，自に見える因果

述関を超越しなおかつ必然的でなければならなL、。不可視物を事象の原因あるいはむしろ本11とし

たことは，たとえば，感自の本質を，かぜ(すなわち実在なきもの)と言うことにおいても示され

る。今日多くの人々はビールスと云う科学的実在を呪的に信じているにすぎなL、。日本では，不可

視の実体，ないし威力の原泉として知られるのは，もの である。不可也不可視の超越的媒介も し

くは必然性の残浮は，回宇治:噴|見を呼ぶ等々 の{谷信，禁忌，忌詞などと して数えきれぬo jjIj後脈絡の

ない外部;刺戟をまで全てスト ーリに組みこんでしまうあの起きがけの悪夢の柔軟性を想い起すがよ

い，すべての与件を必然の形式にもちこむためいかに体系はグロテス Fなものとなるかを。 しか

でー-一亡二二ニヶーーで



る。 I兄対的心!主:土人のセをどのようなJ3 合;こも?iJ令として3 ・うているとはヨらな L 、a 死も人Im(l~ iRI

広三である以上:二}~史:力三元 ;::j 体系においては，死も乃r11i: ':ill.0:がなしたものであるにすぎない。即

ち，死はそれが目 iこ見えない ・'~{Î ，-~'~nないし呪役である。従って人がそのように究ぷと. ト占に依

って犯人の決定力:行三わ江る。死去の三者がこのjE人にfT.寸する。このような主役生系つ詳で，観

念:e.自ら人!誌がおf;']に'it.:心ものであると考えられてはいない。こうして， Li死;こ対して党湿してい

ないような設念は，去三去72宅な自体I @H4;:こなりきっていない包作と してのみあり，そうした観

念:主，自らを集合表七:から区別し切:lfrしでも，なお自らであるようなことができなL、。若手れを能れ

た個体旬、自らの認定泣からも倍れることによって自らからも民T1.， 入院また沈黙そのものと化

し，人格Ii"1.fちを笠てrt均生へ没:をするのみである。呪術体系においては，伺体の存在がそもそも何

ものかの比げつである!こすぎなL、。従って， !:DJ体:土，呪'illされたと思いこむ丈で.何らそれに抗する

ことなく，直ちに自らの死を滋翌日させてしまうことができる。かくして，呪行?で;去十トな心性の自然、

的な表現でおったが，呪f汚体系の観念の自然、i主からの飛均支:土，それが自らにm切として自覚され

てばいないが設に，極めて僅かである。放，呪術的心l主にとっての世界:工，拙22への怒f:;jがないiiil

沌であって，因果系列が23さ均;こ多元的に錯走する呪力!:iEil:m:1iである。この世界の混万し完成し

ない及至は失敗した体系，構造化分応化されざる世界を湛えることができるのは，死を土日らぬ観念

のみである。それと云うのも，呪術体系において，信f宇の主主定住:工必ず外部からやってくる他ない

からだ。従って， ffl行作系;こおいては，倍付:の倫理i宣告規範の主主いは，必ず禁止と云う客観性と し

てのみ，個体の外在的な士見芝生としてのみ，存在する。

複合:ヵ"ひとたび死を自らの必然とするや，存在:土偶然となる。観念の混沌の危決が世界の混沌に

とってかわる。俣念が，自らを現象の内:二直銭的;こ実現し反映させようとする呪街を離れ，自らを

只忽;念の内に客観的に実現しようとすれ:ま，それは. 宗教と言って笠L、。宗教は包念の二重住であ

石，それ自体観念の内容であるところのi主界についての更なるiO!念である。かくして，宗教は宇宙

論であり，宗教ρ内でほ，観念11世界(この世)の内で在ることを辞めた後も永遠 ('jit位)に存在

できる。宗教は，観念自らが整合的であると云う観念の確信である。この宗教の整会|全への志向

は，個体における個体の死の覚躍により胎動しはじめる。呪術的心性は.また，自然に対する人間

の関わりが直接i主(無作為性)から媒介佳(作為性)へ，つまり，採集から良緋へ，更に進んだ段

耕(自然における生と死と再生と)へ展開するにつれ，徐々に宗数性へと変容しゅく。

(神話体系)

観念の宗教体系(主，まず神話体系である。観念が単に自然死して しま うにすぎないものだと観念が自

ら倍ったとき，観念:1，自然的な身体，自然的な諸対象.自然的な諸現象等々の個別的であるにすぎ

ないものと同列におかれてしまい，観念は，自らがそれ等と同じく滅び去ってしまうものであること

に侍然とする。観念は，自らの紡ぎ出す時空位の箱鴎によって自らも絡みとられてしまったかのよう

だ。しかし，死に対して覚醒した観念が，ここで自然の不連続性(拡)に対抗してどうしても自らを

連続性(魂)として客観化しようとするとき.それば，自然の外に，あるいは観念の及びうる限りの

時空位の更に遠隔に，ある連続的な人格と して表象され措定される他はない。このよ うなものが，神

だ。

宇Î' g~体系では，まず，呪術体系におけるさまざまの善意悪意が彼方へ人格化されて神々となる。神

々は人々と同じく血縁によってのみ結びつかねばならない。神々を存在者たらしめる規定性は，や

はり外的血縁であり.このことから神々は親族関係をなすが，それを示すものが，神話である。神

話は伝承される。神話は伝承以外のものであってはならぬ。神話は，宇宙の表象であるところの永

.‘ 
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illをかたどった言訴を，語る=おることでなければならなL、からだ。伝示のもつ時全!主，似体の1，:1
念のn~与を包括 L それを超泣する仮会をもつことにより， !ロ ;1;の間企:が死後その í~ゑの:i寺主へと泣

りゆくことを可能とするのだ。衿話作系:主，人辺;二児約fi:系より -!I~，切 ::I~かっ~1 ::i1~.;: '(;'主主切を

与える。宇!1 と云う人t~:工，何よりも; [3 ::~;と臼:合、とを合み. それら丙古より :二るこのな界，この世

界にも先行するところの5]i;の侵念で:23ればならない。この世界[主， pqiのJr'j定日りな立7L:によっては

じめて~存を許されたのでなければならなし、。このため， どの宇i1おも:WJ1討中誌をもって治まる。科!

が自らから世界を創造した， と創世衿話:主告げる。世界の的問:土当渋この{交流れはじめたのだ。と

ころが，このような梓話形成とは時間活行であ り，現場の!!!i;!gj流を押えつけ捻ぢ伏せ退転させるこ

とである。字下;三出昨夜!;;r.入居8Ja苫:まの自己反rit観念:の自己反[ll'を全く逆さにたどるものであ

り，このことに犯って， 1:! l:~'苦的時間も許諾自体も円m しており，自向的であり，自己支給した絞体

すなわち体系をなす。人出{!，ある窪支道具の手造り技術を発達させた時，自らの手造りできぬも

のが限前することに矢付き，詑嘆し，これを人郊の他者=衿の手造りになるものと判断したが，そ

の時人類が失念、していたのは，人間が尽によって見えるものを造るという事実であった。創世神話

の本質とは，言語がまずものものを措定したと云う事実を告げることに他ならぬ。 創世神は，神々

の父祖であり，自体存在者であり，絶対の威力であり ，!!nち宇宙乃至宇宙の仮復だ。このように，

衿:土宇宙(一元論)と世界(二元論)とのtf)之介者である。神のこの探介活動とはます'fjlj世である

が， より明確に宇宙と世界とを媒介するものは， 村の降臨または聖霊の降誕て・ある。人類の 始、祖

は，神であるか.宇i'に造られるか，持からQtれるかする。さて，神話世界において，種族の始祖

ヵ"兄鮒1相姦，母子花姦等の近設相姦を犯す例がしばしばみられる。これは，神話では多く種族縫

れーのためのやむをえざる状況の故であると説明するが， ここには， このi生での近設相姦の禁止を逆

に表現するような， E2・ 1主，種族の*'~虫伎を単一起源として証明するような，二つの機能力:働いて

いる。神話をもって直ちに歴史的乱婚王寺代を言うことには意味がなL、。

神話体系においては，観念は自らを自然よりより遠隔な神話世界において表現した。するとこの世

界は，神話による時間の逆転に拠って.あの神話世界の外の世界，あの位界から産みだされた世

界，すなわち神話世界の時間と空間とによって外的に規定されたものとしての世界であることにな

る。従って，神話体系の許にある社会にあっては，世界の時間l工衿話的時間と接続しており，それ

は祭儀に示されている。祭儀の時聞は円環しゅく時間であり，ハレとヶとの祭限交替であり，自然

の鼓動である。ここでは，時間の進行を含め自然の運行の一切を司るものは神話的世界の神々であ

り，祭儀において神が人類に合意する限りでのみ滋越しはなされる。かくして，世界の演出者は神

である。神話体系における観念にとっては，むしろ神は世界の平穏な運行を人類に保証するもので

なくてはならぬ。祭儀と11，創世をかたどる，乃至は世界を現に存るまさに再び指定し直す，乃至

は世界の平穏な運行を保障する，そうした内容を演ずることである。そのためには，祭儀と11，人

が々宇11々 を演ずることでなければならぬ。祭儀では，特定の個体が神を演ずるが，その場合(主神が

その個体を演じていることと区別がつかなL、。演ずることは，すでに幼児の心性において普遍的で

ある。群れにおける血縁と社会の規定，つまり役割，を自らの上に仮f侍することに依って，幼児は

遊戯する。これが，ままごとだ。また，例えばかくれんぼは誕生を演ずるこ とである。ただし幼

児においては，しばしば相手の役割まで区別なく散即されて演じてしまうため，飽和してしまうと

云うことも起る。鬼にみつかる前に跳び出すこと，或L、は，政局へのlIDi望。演ずることとは，無規

定な者が規定性を自らの上に纏うこと，即ち.無作為と作為との融却によって成立する。従って.

祭儀が祭儀である以上l工必ず個体の時空あるいは観念と神の時空あるいは観念とは融即することが

ず 一 一一一一一ー
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できなければならない。このような低体は.呪歪である。日豆{土，世界の演出1:iである宇!1を演ずる

ことに依って，世界を演出する。呪!E:工伝5ミに拠らず豆拐での宇宙あるL、l土符と世界あるいは人と

の諜介者である。宇llt:~における対立の形式は. Chaosと Kosmosとの対立である。 Chaos(!宇宙

の忽規定住であり. Kosmos 土人間的花院の体系住だ。宇!I F.~においては至上衿たる(jiJilt衿が Chaos

の只中から Kosmosを創出 したと云 う発生が述べられる。 このことから，一切のち:字の内容が創造

衿に発し創造衿!こ屈すこ とになる。 Kosmosがあくまでも主完全:にとっての依るべき Kosmosである

ためには，神々がもはや血殺によって外的に茨定されていることは許されず，神々が単一の神へと

~序されて行くのでなければならない。つまり， 創世衿ないし至上下手そのものが Kosmos の実体で

あるのでなく てはならない。 このよ うに，字j!話体系が至上梓のもとへと組み直されること，こ れ

が，自然宗主主から普遍宗教へ(そしてー衿教へ)の過程だ。

(宗教体系)

宗教とは. re.ligioすなわち，手写結合である。宗教体系における侵;念;二，世界の自然的過程をもはや

どのようにしても衿的世界と連主主させることはできなくなっている。主!js:!至上下jiの手で唯一度なさ

れ，至上梓はその後もはや世界の自然的過程に直接手を蝕れはしないのだ。 神々のものであった権力

は至上衿の手に集中され，至上持がKosmosの祭休であるばかりに自然:土誌を該き去られ即物化しは

じめる。宗教体系においては.他界あるいは設念世界:土自然から訟然と区別され， 観念自体と して秩

序づけられている。と云うのは.宗教f仁系における観念~!，呪!~，j体系における主主念に較べそれ丈挫折

しているからに他ならぬ。だから，E2;念{土.{包体の死を支全に自覚しsらの身体を自然の範EJ-jへ押 し

ゃる ことに拠って， 自らは霊裂と して他界に安らわんとする。従って， 宗教体系は依なして二分 法

dichotomyであり ，一方で徒会J土自らに対する具体的な尽にみえるこのi主界の内での規定を全て仮

象へと毘め，他方で， Z2念(二自らと同 じく抽象的で然規定となった至上神と然時間無空間の他界すな

わち宇宙において~~3，三せんと試みる。

宗主主体系において，観念:工自らが自に見えぬことを史、知しており，それ故に可視物一切の無を発見

している。宗致ぱ系の発見する無とは.絞念ヵ:自らに降りかかる笈定住に対して抱く否定の熱債の

表現である。 この観念のニヒリ ズムは， しかし観念自らの外的世界;こ対してだけ向:ナられるにすぎ

ない。現世と来位との二分法は，現世 (俗)へのニヒリズムと来世(笠)への愛とを一つのことと

する。 琵:鋲を征吸し解体し版図を鉱大した帝国:i.必ずこのよ うな普遍宗教を伴っ た。というの

も，帝国においては，観念が，文化共有体であった部族での類の過歪へと，自らの永続性を継木す

ることはもはやできない相談だからだ。かつての部族そのものが，帝国の許で，郷土を追われ，あ

るいは絶滅せられ，あるいは四散せられ，あるいは変質せられねばならなかったのだ。帝国の成立

しない日本それも特に北半部のような地域で，祖霊神信仰は普遍的である ことができる。このよう

にして，観念は1fi終的に個体へと切り隠され.個体は自らの毘念的な死として死と直面した。この

主II象的な個体の死を補摂する:永続する競合、の理念あるいは仮象が，唯一神だ。観念が，自らの忍念

として自らより自ら疎外したこの自らの他者である神と， w-念自らと，この突(土向ーである丙者の

分箆と再結合との主題(主，愛，或は観念の自己愛，の主題でおり，宗教体系の全過程:工，この主題

に従って観念が自ら自身と再結合するに至る弁証法的運動の全過歪である。宗教体系(i.だから，

土{谷と滋隔すればする程より透徹した体系を備えるようになる。土俗との降雨が信仰のニヒリズム

をFTらせるのだ。信仰と云う観念の志向の形式は，向き合う意識であり乍らその対象性あるいは客

観性の内に自らを丸ごと見出し，そのことに拠って主体としての自らを空無なものとし，その内面

に何の実体も遣さずあるいは実体と してみられた対象性の仮象として以外に自らの内面をもたな
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い.と云 う宇;lÓ'.;a Jl)~ ~ljjt! l l['l :J一元前を主張する二元論であっ て， f言(かにあっ ては，自らの形式そのも

のが自らの実現と民事tとを阻んでいるのだ。それ:主，信仰する霞念が自らの実{宇佐をます'¥'7.xtf逃

水の彼方へと投釘;してしまっているからだ。信仰:工.自らの妄想:こ煤介されてのみ自らを笈定する

ことができるにすぎず，自 らによっ て設立された自らのホ来性[こ自らが民活している形式である。

こ のように宗教体系において， 在立念;主， 乞ftの死 とともに自らがただ単;こ ~n渋 してしま うものであ

ること，を否定した。ために，観念:(:t，信f宇の死とともにしか消浅しはしない実在的な規定住すな

わち忽念自らの具体的な内容一切，を定念自らの永遠性とそっくりヲ|き換えにする[まかはない。そ

れ故，宗主主体系の許で，世界の時間は-]J問的に定向し途拾する有限の時間でなければならず.そ

の也;界の時間のiffiそれも窓めて近い将来において帝国:土絶対に写体し終去するのでなければならな

い。宗君主体系は神あるいは観念のものでない永遠を妬むd このことは逆に言え;ま，宗教体系からは

政治，医家，社会と云 う虚構ヵ:既にその外;こ出て しまっている，と云 うことに!むならぬ。宗教伶系

と云 う客忽的精粋はいまや社会話~と一つのことではなくなっているのであるから， 宗教の内容を

伝える言語はもはや託族の伝承であるわ.;にはいかず，それは当然記き言安あるいは死の言語;こよ

る教~~でなけれ lまならなL、。はじめの文字ば帝王の墓石を飾る芸評銘として刻まれたのだ。数兵:工

信仰の内容を設定する ことから，教典の内容は信仰を茨定するように移行し，教!廷の内容EPちま7.:Jii

を茨定するものと しての教義学が成立しはじめる。 これが，宇11学だ。科'学!t，信仰と L、う現場での

観念の自然性ーから呪的心性を長IJ奪せんとする筏念の要請である。

宗教体系においては.観念l土結局世界の自然過程の内に自らを容をgfヒすることから全く挫折し.自

らを超越的なものとしてのみ示した。つまり，観念:主ここでも， どのように匁定されてもその茨定

性に馴化せず自らを規定住の外に復活させつづけるようなもの，として自らを示したのである。宗

教体系のe念にとっての外的規定住をなす客観性ば俗社会としての世界であり，鼠念は，こ うした

世界の自然過程ないし自然的社会過程を自らの他者としての然とみなしたのだが，このことは，自

然過程において人間が意志伎を実現する笠宿泊:進展したこととむしろ対応している。というのは，

技術の進展は，社会において人間の意志!主を実現しゅく技術すなわち政治あるいは玉絃あるいは竪

史時代を良びおこし，支配権力及至国家の生成と一つことだからである。宗教体系の許で，個体の

絞念は.個体の死を尖鋭fこ自らの課題とすればする程，宗教そのものの内容を自らにとって外的な

客観的なもqとして見ることを際れ，むしろ自らの観念そのものと して.見はじめる。可視的な俗

社会がその輪郭を整えるにつれ，彼岸と内面とは呂にみえぬことによって内通し乍ら同定される。

神と云う一つの実在住が，個体の観念の内函i全へと転換していく。俗社会において自らの姿を示さ

ないようなものと しての神は，俗社会にとっての単なる内面性であるにすぎない。このよ うに宗教

の内容が個体の観念の内容と同致していく過程が，宗教から神学.形而上学への過程である。

(神学体系)

宗教体系におL、て，信号体の観念が自らの不可授の他若で、ある科Iを直認する ことが可能であったの:土，

科1が観念、に先行しており神が俣念をも創造し狩が観念を配慮しているからであると言われる。しか

し 宗教の創i笠宮u土創出:衿話の時間迎行と云う詐術の延長上にある。読念の自己展開の帰結が宗教の

前提へとすり替るこの事実を反省するとき.ID!.念は宗教体系そのものの可能根拠すなわち信仰の若1!m

を自らの対象とする。このとき，宗教体系は神学体系或はスコラ学に移行している。

神学は，衿が唯一の真理であり唯一の絶対者である.と云 うことを自明の前提として出発する。神

学11何よりも宗教体系であるからだ。しかし，この無限判断を前提として出発した神学体系は，そ

の帰結において.その前提であった無限判断に今や論理(ア リストテレス)を媒介として具体灼;こ
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言r.示されたもの として立ち戻ると云う:J'JiJ Lた円?っをなす。このt寸限、!1J!日の主語である仲l土.宗j'文

体系の許で;工，宣言念の具体的な侶々の規定住にだする百宅及び足立における祭b!';.じよ;:.nnな絶対の

1!{.j~{主として認定されていた。や;1 : 土無視7とをその認定とする。もし宇1 Iがあくまでも然規定でおり宇

宙のままで符であるとすれば，それはや:的不可釘誌であって，宗主のii]:結合或(土交の主a!iこ背き.

も:工や宗まとの医;々 から形而上学の国内へ這入って しま っているこ とになるだろう。f!111土， このよう

な拙公的な普選i主へと呪術体系及。~fþ~!:作系から定出してい く た従っ て . hl界の nít-の実体である

とされたがら全く祭内容な実体性へと移行していくことになる。だからして村l学の主題It.人(土如

何:こしてこの去三六容な祭限者を唯一の花対者ーと して認めるに至るのか， と云う論証にある。神学に

おいては，笠宮:が自らの安定住から出隠し祭規定;-~t.~~限者へと志向 しつづける日態であること，の

ffiたそのものが宗主.'こよって問われているのだ。信仰がt;内容な志向性でおることにすぎぬことに

花り，信仁;のだ会‘工今や祭内容な十三tt的住きと してあらわれた。{~.rfp:二万認をなまま自ら信仰であ

ることは出来ず，故，信仰は自らが真であるかを交泣い，自らを認定せんとする。そのようにし

て， 信にが自らの恋しを，自らの対象住つまり衿においてでなく .自らの主t[l":性つまり神の規定住

において見出すようになったとき.神学体系l主宗教体系から全く区別されている。そも科学におい

ては，存在論({言仰) と認罰論(知)とが既にして背迭している。神の本体論的証明 といった神学

の企図:工，宇iiを祥以外のものから例えば矛盾iドから怒iZづけん とするような異端である。狩学がそ

の全ゆる努力を返 じて表明 していることは. iJ-lそ了解され経験され説明されるものだけが存在し，

了尽きれずさ放されず訟拐されないものは存在しない，と云 う判所. すなわち不信仰である。神学

はその玄実的対象であった衿=真理を，存在論としての神と， E331訟としての真理と，の両箆に分

解した。戸・学;土真理を認滋論へと自立させる ことにおいて. filJi止にはじまる逆倒した時間流を再逆

倒することになる。神学;主.ここで，利から区別された真理をそのものとして扱うとき，もはや既

・に宗教体系から完全に外へ出てしまっており，かくして形而上学である。

(形而上学)

客観性へと措をさされた霞念、て・あれば，すべからくそれは形而上学である。というのは.観念はどの時

点におL、ても釜本複合と して絞体をな していなければならないから。従って.呪術体系.神話体系，

宗教体系，科学体系を含めるt'-l.念体系!!，すべて，目にみえぬものを見る.と云う自体的な形而上学

体系に他ならなかった。 しかし，本来の:百:味での形而上学だけが，真に個体によると ころの学的生産

物である。形而上学;工， 従って，固有名詞を冠せられ.責任の在処が周知のものとなる手仕事であ

る。

この本来の形而上学にあっては，個体の観念だけが，自らを特異点と して，存在と非在とを融即さ

せ. 自に見えぬものを実在性とし，このよ うにして体系を構成してL、〈。このようなこの個体の作

業，こと;まで絞られた目に見えぬもの. It行i育詩ないしロマ ン派である。形而上の真正の立味は.

あくまでもぢ覚，意識に奴介されてい乍らしかもそれらから全く区別されるこの間体の観念，この

観念に宿っている。しかしながら，形而上学を秘戒する個体の観念It. 自らの観念を客観性として

たてることを通じてのみ自らを普遍性として明示することができるのであり，そのようにして発廷

を逃れようとする。というのは.死において共同体から切断され.生において宗教から切断された

上は， 個体l工，自らそのものを観念の一切とし，観念そのものを個体の一切としなければならなか

ったからである。個体が，自らは内容豊かである，とただ単に内面的に確信しているだけでは，個・

体の観念l主祭内容であり，個体の観念がそのようなものであるにとどまって何ものも客観性として

外へ産み出さない限り，世界は一切無内容へと転落するだろうから，である。したがって.郊の過

fl~ と 云 う {~f4.:の自然)E!;包あるいは呪術体系，更には号d'~体系.を i汚り t立;すて浮上した似作 :土，そ

れがjfl行せず自らにおいてg1iみとどまる限りで，形而上学者ーであるo C()，;告 と=tl:j~位とが形而上学

では一つのこと として言っている。 それ故，これは学であり I
f.;~r. i .J ， 体系的学あるいは学体系であ

る。客足位と してこの ように完成された学は，~~寺下詩である。形而上学が客三三位と して一つので活

性で忘るためには， 形而上学がお涯をあらわすものでなければならなL 、。このラ而上学の ~:JJ]:工，

偲体と云 う観念がそのと山を宇宙とする{也ないと云 う事実が訂す。学l主体系でなければならぬ， し

かも形而上学[主，俗体;二よって体系と して杭成されなければならぬ。件系;工会話する茨{札死の代

替初であり，体系にゴ;¥、てZZ分:工全体を，全体{二部分をかたどって造られ，そのことに足って{I;系

l工円環する。体系{土，とさ'J主偶然性を誹孫する。 E合理と体系と，このF三者ヵ'. もはや持'~とにおける

神あるいは絶対者といったものをもたなくなった形而上学における容認佳としてのも'活性の形式で

あり .形而上学の学と しての校長2だ。形而上学においては，字告をたどることと，己.nという怨念

を開示し展開しきることと，が運動の方向としては逆方向であり乍らも一致する。これがいわゆ

る，体系の至福だ。形而上学:工，信体力1個体のままであり乍ら，信作自らの死を自らの存在或;土宇

宙と同じ大きさの事件にまで拡:ずょう，と したとき採る方法である。それ故に，形而上学は，部分

ではあるがそのまま全体であろ うとする頭脳の，多くは挫折する， 野望である。それば，観念が宇

宙に対処することが，人類が自然と対処することを通じてのみ可詫であり ，ために一見科学の際奴

仕事と競合し科学に気圧されるせいである。そこでは，形而上学lzt否定;zftに丈ってだけ記号治的外

学の非説理を突破できる。学体系l主，経験の全領域所与の全ゆる詰絞さ:を[;?主主しなければならぬと

云う学者の自責Iこ2tJ.かれて展開する。形市上学の許での{自体にとって，世界がAに完成するのな，

客観性としての普j~!生あるいは作品として学体系がたてられたときであるからだ。形而上学は，宇

宙の秩序Kosmosをその対象ないし内容としそのことに拠って体系についての学である形而上学，

即ち神学から出発している。しかし実在する体系，についての学は安{土，学の体系，としてしか突

在しはしないのだ。このことから，体系的学lt，諸学の学である学体系として自らをt~成しゅく。

形而上学の方法とIt，学体系のこの構想そのもの，体系の同E震の設定そのものである。この体系の

構想、そのものが学体系の内容となる。他の学ではその内容と学の対象とが一致する他者志向なのだ

が.体系構想とは人智の証しであるのだから.学体系においてはその方法とその内容とが一つのこ

ととして合致する。学体系は，語学をそり有用性あるいは自然性からお目い上げ，統体と して， 至高

の人間的世界と して布置措定し直す行為である。形而上学の展開過程は，従って，学体系が不断に

自らを鉱大し自らを更新する一つの過程であり，二元論(他志向)から一元論(体系)へ，そして

一元論(独断)から再び二元論(宇宙との出会い)への.生成と死滅の永い円環する道震である。

この円環が釘付けされたー!跨に学は凝固し.学者の往生によって学は墓碑銘となる。形而上学は，

鋲の過程有用性等々に決して解消されない，観念の手になる作品である。形而上学l主，それら向他

性の諮形式を徹底して虐げ侵略し換骨奪胎する，そのことによって科学とは真の仇敵向志で、ある。

Jliiち，形而上学は向他性或はエロスをしりぞける向自性であり，非性的な， 単性的な，両性的な，

向性的な，もしくは起性的な観念の産物である。すべての組織された観念l土形而上学なのである。

ただし， 形而上学は自覚して自らを形而上学として構成しない限り，体系を構成しゆくことができ

ず，そのため向他性へ，部分学へ，モノマニアへ，あるいは百科全書博物学へと転落する。例え

ば，社会科学の多くは， i人は物だ」あるいは 「物は人だ」と対象性の形式で断言するにすぎない

ような.昔乍らの先入見であって，科学を自称しながら科学のたしかさすら持ち合せていない。こ

れに対して，体系一般は，説得だの啓蒙だのと，外的にこれを置すことはできない。体系はそれ自

-_.-Ji一一一一一一



{{:の含む11コ的契機によってのみ変f&をiZTる。形而上学という学体系l主，その域初あるいは前提と

しての俗体性，つまり世界を椛成する信{本の同一位五三独自の信別性 - "A:3ーが脅かされ祭休され氷

併するときにその摂拠を失い，もっとも荻固な気まぐれによる以外もはやれ;系への企図はEれえな

い。そのような時に自然~-l主ずるものはいずれ分科学あるいは科学のみである。

妄忽とl土.自身の規定住を否定し或{土iされるために)311の設定性を自身心的に作為することに他なら

ぬ。かくして妄想l土Sitz呉であり思い込みなのだが，この自然性と云う人間の規定住とは別の外的な規

定住が人間担問としてやってくるならば，それは人類にとっては，文明と云う名のJt.初である。この

虚出l土，また別の自然性と しての規定として人間にやってくるならば，記憶と宮町のメカ エズムであ

り，思uりこまれた規定性だ。文明，非宇宙，不自然と云う名の自然。エ戸ス，自然の欠乏と言う自然

の，心位。

(科学)

近代の方針l土，科学だ。科学{土，桜台Eとしての呪術， 民竺と しての宗教，方ときとしての神学であり ，

それらのいずれをも深く近夜間悪しながらも自身はその出生のを耗に気付かない， と云う自体的な形

而上学である。宗教が自らの誕生を信じようとしない退行的分裂症であるの;こ対し，科学!"!.自らの死

を信じないl史術的パラノイアだ。

科学は存在論を欠く。というのはI~及的な因果位と L、う形式だけど，Q;、r:!生として理解したため

に，医大な偶然の宇宙を法則と法則との問;こi兎きiおさせた。科学:土一つの必然を言うために万余の

偶然を視界から刻、消せねばならぬ。科学が杭み残したこの偶然I~存在へと !iI諒する。存在[土， 科学

においては，他の存在の結果であるか他の存在のがjtZたいし成分をなすしかないのであり， 従っ

て，存在を説明するものとして科学は存在しか知らぬのであるから.はじめの存在そのものが科学

にとっては偶然でなければならなL、。科学はこの ようにして， 約百の百1J;認誌に失敗する。科学と

云う向き合い現き込みの形式:ì，対g:に拘束され対象:こ与えられた人|目的~E.:jìこ拘束されている。

RPち，利学自体力'.仮象である。科学l土，自らの対象が人間的諮Gと云う渓念に他ならず自らのた

てる法則が人間的nmm;の生忍に他ならぬと云うこと，を自覚していなL、。科学は自然の中の自然性

を範応に拠って裁断し培養する。~~は， 有用性と云う仮象に依っているから，科学は自らのilliJt&

について無窓若な情報収集狂だ。科学I'!-実物を移動させる。科学が. Elに見えぬものには額らぬ，

と・自負する故だ。しかし，実物l工科学に凝祝られたまま勝手に運動するにすぎない。科学{土実物を

動かして予測と合致させるという仕方で自らを答霞性としてi浦正し，こ のようにして円環を遂げ

る。科学は法則と して以外に自然を知ろうとは思わない。科学は，自然の解体であり自然の絶対的

な否定である.と同時に自然の絶対的な実現であり再現でありコピーである。科学は自然を飼い殺

し，自然l工科学を飼い殺す。形而上学が天皇と同じく祭尿責任であったの;こ対 し，科学は，企業と

同じく. ~記名で有限責任である。現在，科学;程の民間伝承はなし、。人151;こち志的な叙IJ~詩だ。た

だしこの結末を今もって誰一人知らぬ。科学は自らの整合性を自らの未知と偶然とにおいてのみ支

えている。科学において，観念は，自らの見出すものが体系的でありさえすればよいと云う心性で

ある。科学においてはこのように，観念"1.体系を外部;に望見するにすぎなL、。しかし， 認識の不

幸というか，見る ことにおいて体系と観念は全く分離しており.科学[主L、かようにしても部分学で

あろう。科学は，絶対の存在を自らの内容とすることを断念しており，むしろ存在の形式ないし法

則を絶対の内容とするが，このことに拠っても科学は自らを部分学として証している。即ち，絶対

者を追放した自然、界の学は，範的あるいは抽象の種別に従ったさまざまの特獄、的諸学へと容易に分
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裂し.手 !fif: と云うジャンル全体にmtfNI'i'~/:部分と LてFJ立する {53〉学となるからだ。科令 lZ，それ

古X. 宇宙の22面である自然のÆl百『をなぞり，過程へと自らも .~\.消してしまう運命にある。

(企業)

このようにして科学が発見したものは， 物質ファシズムである。このことに依って区ちに科や i~ !t も

自ら物質ファシズムとして立ち現われる。これが.企業だ。

企芸ては工場と云う容R3で事物を培廷する。企業主うるL、l工科学の原理:土， 自然からますます集約(I~に

その退宣を収奪することである。現在このlCJJr法~~1:土原注である。しかし逆に原よ~と云うネズミ誌

は科学と云う利子の元本である人奴に抵当権を設定した。これ;土あくまで宇宙と云う恩家の監督下

でおこったことである。企業(土l析じて採算をとる実験室だ。科学の技能論忍;工，存在一切を退毘へ

とおとしこめ実体性を悲発させた上に，過程あるいは賃料の大集会を唯一の形態と言い含め主体[じ

するファシズムの手口である。企業l工科学をその形式とする自然の頭脳， ιJ起した自然，あるいl工

没落した人類。企業l主資本主義と云う部落を形成する，企業;工人向調係にすぎず，社会と言える包

の代物ではなL、。企業は向他国的をもたず，自己目的あるL、は目的喪失である。自然と向じく単lこ

迅歪であるにすぎないような自然態であるからだ。恐慌不況も自然の嵐で科学と云う叙事詩の~!.r台

にすぎぬ。プロセスに還元されてしまえば，何τ芥も宇宙のm忠に等しい。企業の中では，人l土o.早

血を流して死ぬことのない農民となってしまった。しかし，科学が今や合疋主義jg執病を立ち12して

いるとしても.反科学は.qJ.に非合理:2念分裂症にすぎぬ，分科学の垣恨の哀広で生い育ったf.~:?;司:工

今やそのまま宗教性の裡へ叩き~楽れる ことを意味する。保健菜の効能2? も径文呪文も区5Jijがつか

ぬのだ。企業;工自然を代行する技術だ，技術l土物;二対する政治だ。企設は!;i治でおり，従って:ot

物と人間を自然性のうちで放任することを媒介として自らを実現する作為だ。企業の作為;土自然の

祭作為と同ーの結果をうむことを目指す。それ故，企業があれ程の作為を労して保持するもの:土，

突は，自らが自然、を作為する ようなものとしてあること. .!l nち，企栄の観念佳，に他ならない。~

し企業は近代の文明であり人類の栄光の一翼を担うべきものだ。 ~~物を演出するものは企栄だが，

企業はまだしかし宇宙に演出されている。企業ば，自然(祭作為)を作為することにおいて，部11:1]

の今日的形態を創出している。

(貨幣)

かつて死者の~"t物[まことごとく副葬されるか焼却されるかした。家豆は焼き捨てられ，その内の家財

日用品も一切合財焼かれた。食器はうち欠かれた。信体迭と財物とは固く訟nnしていた。死んだ個体

の身体が葬送に付されねばならないように，個体の所持品も世界からその形態を抹消される。このよ

うな，個体と所持品との相関が，所有である。しかし，帝国が萄らした商品と貨幣とは，司王物として

の偲物でなく抽象物であり，循環し，ためにどの個体とも滋即しない抽象性だ。貨幣は本来死の浄化

力を備えており.従って，死去の手からも譲渡される，即ち，相続されうる。貨幣Lt，肉体の一部あ

るいは財物とは兵り，屍あるいは媒諾だ。この貨幣の呪ttl主と1Jli深するt，::::;限の永続i主とが貨幣の物itJl

位の起i京だ。

プロ七スとし.ての企業の自己目的が外部に客観化されると，貨幣あるいは利i南である。貨幣は死の

手形であるから，生命あるものを糧とし単為生殖する。貨幣あるいは死の呪物性と云う逆倒は，死

が死であり乍ら死として再生すると云う逆説つまり利息において完全なものとなる。貨幣は，プロ

セスの内で死として生き延びようというエロスの対象だ。企業は，貨幣にとっては，事物の嫁りす

なわち資木である。貨幣と云う死あるいは虚構の主語が人の肉を買うとき，賃労働者の肉体から人・

は内而佳としてだけ区別されて詩人となる。企業は日々散文的平均fltli害法時間の中で死と再生の物

〆'一



誌を~ずる。 t\Hi~ と L 、う虚t，'.~を{反りの主人公とする作者不完の JI1i古き:工径済学がその結末を探すが

結局うやむやの祖!に迷宮プロセスへ解消する。J.1:~í'iを底抗として扱わないために経済学;土現場の突

却が効かなし、。

(芸術)

全く一方的に規定されたままiGE;こおしこめられた単位としての個体:工~記名の個人として内面!主

であるから ， 表現或1;'行f古詩をt;-; る。叙事詩:工雪:現すれ;ま竿 ~;Jであるが，行情詩l工内部事情であり 人

間的犯f!JJを一歩も出ない陰詰だ。言語と云う il2石にたぶらかされた言語工学造直行。労121者ロック，

管理者祭詞待。打イ苛詩人l主家庭において生命(プロセス)を保障されている， ソガイ回1Jrの家庭サイ

国，維持む・は企業が自然保護の名臼で負沼して，しかも詰れるものはいずれもとんだ珍奇作物ばかり

ときている。生命を保証されれば行情詩人l土移到 しても放にもならない，招包される ~~:~o ~'七訟の個

人はもはや互いに区別の{土係もなく，その中でやはり1去の過程丈が舞台をめぐら している。

(冨法)

法l工伝広ではあるもののfiiJl止認ではない。従って法[土台?に自らを証しつづける必至さがある。非合法な

ものに対する裁判がこれだ。法ヵ:法としてありつづけるためにはだからどうしても非合法を吹わなく

てはならぬ。裁判において法は自らを産みだしつづける。これが法現急でありあくまでもプロセス

だ。法は権力と分家した禁止であり，人間で書かれた誌で・あって，共同íN.~-:のー形態であるが，法l土

白らの正当性あるいは法i河、について何一つ知るところがない。このように法は部分体系であり法学l主

部分学だ。法は群の伝絞の内部の形式規定だ，したがって人は合ヱー的である浪りで生命(プロ七ス)

を保証される。しかし，群を演出するかに見えるこの法も，その理念である正義は実体なく何の役に

立つでもなく，類の過程の一つの佼詰であったにすぎない。社会という設符ルーんは法と云う虚!日内

宮古でしか辺用しなし、。

(攻治)

一件数の記1立が民主主義ヒ ューマニズムを産み，共同体の記憶が共産主0~ナショナリズムを産んだ。

汎そ全てのiji{jaJjの統御が政治である以上.政治とは革命の意志を否定する。革命(土須の意志を否定す

る摂理の人間化であり，政治がそれを権力するテクニッ Fであるとき，ホモサピエンスとは言い逃れ

する革命の計れである。そのとき武力=人聞は政治自由のテクニックとして在る。テクニッ?=若干物

の人間性は竿命の方法でなく政治の方法である。

(権力)

詐れから自然性の海が徐々に退潮していった後に自然から出張った511の均衡あるいは第二の自然ある

いは習慣すなわち文化が姿をあらわした。文化はます・2干に訪 1~内而も外見もない共同怨念と してあっ

た。この主体のない共同観念の中で最も早〈最も能く励起した個体は，呪術者或l土呪亙であった。 こ

の呪&1;):.体系の最初の体現者であり，個体であり乍ら社会であり，宇宙であり.神であった。呪亙

が.m"れの客臼性あるいは無名性によって単:こ認定された{自作であることを詳め，自らその然名性と

して群の誌を告げることで，群の中の他の諮問{本l土覚ã~せぬ52i生をf.'iることができた。かく して，呪

A.I土群れに平和をもたらす。能力l工何時も群れに平和をまiらすものだ。吉日活でl土.呪豆だけが宇宙と

織烈な争いを繰り返す。その一方で.部落民はいつのまにか，人類の社会と云う事情を，部落の諸個

体と況亙との人間関係ととり違えた，感情の行き違いであるとか，嫉妬とか， t'llt，茂とか，伯J思とか。

呪亙にあっては文明が一身に結節している。呪亙は動物的一元論から最も早く自由となり自ら技術を

手中とした。呪&は，規定されないと云う仕方で.群れの中では他の部落民から区別され，そのこと

で部落民から規定されてしまう。これが，役割としての呪亙である。ここから初めて公;U，. ~~f谷が分

imしてくる。呪Aヵ:IY.:Aのままで11:起したときに呪亙は自らを能力として自立するようになる。 f年力

l主人に対する政治力と して現象するのだ。この党起したl!Jë&:土 ， ま:了5の 1を力者となり，社会体系の~~4

出者となった。このように，一旦喪失した個体あるいは人称をT['Z戻して詳の中に居ることをする況

A.これが首長である。首長が山Eえすることに拠って，政治とt"iaとが院段しはじめる。首長が司。

るの :1，社会の烈の)C:~ーである a 首長がそれを司 Gる限りで首長:工類の返をからへだたり，自由とな

る。自由であるからこそ首長(二五去の過程に対して責任をflう。首長!!最初の教袈人となる。首長主:司

祭として~~Eの遂行を司どる拐合には，首長l土=tfG rfr民の怨念E:至:工時空を左右している. というの

は，祭犯は宇宙の仮~としてあり玲間の根源であるからだ。首長は然限主任者ーであり，首長;土，この

責任を全うするためとならば，自ら低体プロセスであることに何の未読も示すこと:工なL、。首長が宇

宙の秒、序ある逆行の奴作に夕、欧した場合には，首長ばしばしばその生命を詑たねばならなL、。これは

首長にとっての卒命だ。首長;工， J'f.:..:初の非人称であり(どの人称でもない余)しかもそれを一人称と

~釘させること，すなわち語る=52ることである。非人称である呪亙の蕊落民に対する怪力(土決して

武力によって生ずるもので;工なし、。むしろ，呪AI工個体の箆念の独自i主をとりこみ溶解してしまうの

だ。あるいは侶体を当人よりもよく知ると云う易者のli1口だ。呪亙と云う霞念I"!-祭設定で実行二がなく

外見と内面とが一致する必然性がなL、。群れの1日間において規定された部辺氏イ自体の観念の時空竺の

必ず外官11~に呪&はおり，そのことにたって fliL f本にとっては呪亙が宇宙であるのだ。群れの松山におい

て茨定された個体の担念ば，この主主主主定の呪亙において自らのをQ:合、の志向性の一切を発見する。ま~~

民信体l土呪Aiこ見透かされてしまうのだ.個体の全くの覚f1!fがないI:Nりは部落民俗体の信5212土自ら

をf[別るるいは哀佳一人称として主張することもできはしなし、。そのための言語l土史亙が手;こしてい

る。呪~においては，ことばを誌くこととことばを告げることとことばを会lることとが一つのことで

あり，呪亙ずはなくロゴスが詰るのだ。呪亙の語りの主体は，もの(精霊)であった。つまり，もの

ーがた り，だ。 mcno1:'威力 manaと符合する。威力と Ii..ものをいう，こと。権力:工，ものをいわ

せる，こと。茨おないし制裁は，めにものみせる，こと。恥辱!土，ものわらい，だ。QlI宇l工皮豆;こ抗

おう;こもそのお忍もその威力もその言語もなし、。呪亙l土日ω だ。信体l主呪&を畏怖する。例え:ま.敬

語ーを用いるとは相手の世界了解;こ.~'il化 してみせることに他ならない。故，呪亙の:tiK力の証しだ。il;c.豆

にことばを苓われた群れは宗主主i主の内へと叩きこまれる。言葉を奪われたものは，モルヒネ注射の如

く言菜を供告されなければ心的に生きおおせることはできないのだ。(文明史において見ら士九涼::~il

的人類)戦争の危悦服した結果，文化は目下唯一の刺放の慨を失って停滞している。完リカ

マ青区末期の辺境大佐川での大衆の惇i青{主一人の純な浪漫者の肉に鉄の羽!を突立てる程若傍若主人授り

であった。そもそも生命の絞持;二観念が役に立つわけがないのだ。適応するだけなら動物はみな充分

生命をつないでいる。二本肢で立ったのは生命の維持のためではない。どのような生命も観念に宏指

を与え，観念の安fSを保;卒することなど出来るものではない。宗u的心性が他者志向lこ釘付けられる

と云う白然渓s.!のl羽外で，光路ある信体たらんとする現場への意志が，いさぎよさだ。学体系も，現

場への意志がある限りはすくわれよう。近代と云う時代では，直径モナドと宇宙とがせめぎ合う。国

家，科学の宗教性， 論理の (~fjï . 産業科学に組給科学。科学が全く徹底して叙事詩であるお廷で，最

近では詩と言えば行情詩のことになってしまった。l!Je術性とて過去のものどころではない。人類l主蒸

し返しが得意だ。その性的索引反j設と云う範~が形市上学体系に隔世間IJ):噴出すればフーリエ情念引
力とはなる。原始人に演Jf:ilがないように見えるとしたら，それは原始人が恒に劇を演じているから‘

だ。内面i生がないとしたらどうして演じないでいることができょうか。呪&の作為が演劇の骨頂だ。，

観念主:但{主から{自体へと移り住む。話;r喜民個体は， 呪亙が演ずる通りに~の過程を演ずれば，生命l土
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{;?:証されると云うことだ。これが，cziJt?コ1ζだ。 :;i:市民間体に:土，もはや兄'Eの与えたJJl定すなわ

ち倍併:の与えられた役割以外何もな L 、。泡殺が形成された部活でご fzil)~: 二役;ijt以外のものでなL 、。以

後，キリストを探す立場人物という 12: :~: !j t;.:役どころの役者がこのむ上;こ何百億人L 、たことか。i'iii1.~!~が

はじめて(立と区別されるのは. まつり(祭儀)におL、てであった。ここで，作為が主主('ド為に行なわれて

いたことから，祭{JFZもが作為的に行なかれる ことへと転設する。これが，装うこと或ぷりだ。虚併

は，詰倍(本の栢関の1呈に客観化されたる妄想..Enち，永続するデマナミ。狂気1:'妄想感覚である。臣家

l土全ゆる定?J4の集部回以だ。従って詩人がその生命を返却する場所;土医家である。人訟は.社会の演

出によっては国家を演じ，自然の演出によっては類の送程を演じ 詩人は宇宙の演出によっては文明

を演ずる。だが，今やかような一切の詩人及び人類の変身を規定する技fiiが演別である。祭規定をそ

のままひきうける励起した覚直が出現し宇宙に対象する人類を文民の資格で、演じはじめるのだ。人類

l工内部にされる。宇宙との出会いに一元誌も二元おもない。ここで人の光主主をかかげるものは何か。

~術l工死を区別 しなかった。宗教;工死を否定した。科学:土死を切り刻んだ。国家l主死主:1;ì'J]l!ーした。 い

ずれも幻想だ。 L、かな文明も死のタブーを解いてはいない。J!~1力死と云う仮ß~が何の悦れでもなくな

れば国家も崩渓しよう。右翼と左翼とは時間を造法させるか昂拐させるかだけの速いだ。これらファ

ナティックな心性，かつての形而上学， ロマンティシズムの栄光を目上の宗一台より追落して仕舞った

ものは実証主義であった。資本初生産様式の大工拐が生命のf1t.持を手仕事に拠らずに可能としてい

る。科学:二，自然性における自然の自然性=法則をそのままとりだそう，とする意志である，従っ

て，自然性ヵ:限り=死の形式だとすれば.科学する人類が自然=反りを捻出するこの行為が，人類と

云う事実の証しであり，人類のまず第ーの栄光である。ところが，利学がこうした死=限りを摘出す

る覚醒した頭脳の行為であることに拠って，この科学自体.fl学する人京そのものが既に必ず科学の

圏内を脱してしまっているのだ。
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「分類の原初的諮形態』

ぢ
U 

465 
一 一一ー- . _.. ~ ー ーー---._-一ーーー一一ーー一一一ー一一ー一一一一一ー一一一一一ー一一一__.-J

メイグ

l

i
l
i--;
:，
 

D. 

1971-6 

工979-5

HASH工zm但，

comp1e七ed

copied 

CN 1 

￥100.-

「言語廷源論j

r幻想の未来J

「有と時j

「四運動の理論』

『学位詩文』

『金枝篇J
f神学論集J

「哲学体系J

「告白録』

「純粋忍性批判』

『構造入額学」

『未聞社会の思惟』

II1.モース
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J. ノレソ ー

フーリエ

K. マルクス

J. フレイザ-

G. へーゲノレ

G. へーゲノL

A. アウグλ ティヌス

1. カント

C. レヴィ・ストロース

L. レヴィ・ブリュノレ

‘r z 

以上諸君のよりよき理解のために鬼げてみた。


